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南須釜地区で段奪三洋:奉仕作業や芋煮会を通E三鎗区ぐるみで世代間炎流を
図っています、今年は8月5日{こ140人が参加して行われました。都々古別神
社境内と大寺城跡の舘山周辺の溝揮に汗を流した後、氏子総代()J ¥山田義美

さん)からふるさと再発見の話しを。また、女子高生のみなさんによる特製

肉じゃがは、この己のきわめっきになりました。

体験学習の 1つになっているこの行事も今年で3年自を迎え、郷土への愛
着心に確かな手ごたえが….....。
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左から千吉さん、千次さん、タツヨさん

七
人
(
男
四
人
・
女
三
人
)
の
う
ち

三
人
が
健
在
で
す
。

小
針
千
吉
さ
ん
(
部
)
大
字
中

①
テ
レ
ど
で
野
球
や
ク
イ
ズ
番
組
を

観
る
こ
と
と
曾
孫
と
の
遊
び
。

②
腹
八
分
自
を
心
が
け
、
外
気
に
余

り
触
れ
な
い
。

小
針
千
次
さ
ん
(
部
)
大
字
中

①
歌
を
歌
っ
た
り
(
カ
ラ
オ
ケ
大
好

き
)
、
野
菜
畑
の
手
入
れ
。

②
体
に
無
理
を
さ
せ
な
い
こ
と
と
漢

方
薬
を
飲
ん
で
い
る
。

小
針
合
ツ
ヨ
さ
ん
(
お
)
大
字
中

①
曾
孫
の
成
長
と
眠
る
こ
と
。

②
毎
晩
、
休
む
前
に
お
酒
を
少
し
。

左から浅次さん、ハルヨさん、クマさん

七
人
(
男

が
健
在
で
す
。

石
森
ク
マ
さ
ん
(
釦
)
大
学
岩
法
寺

①
歌
を
歌
っ
た
り
す
る
こ
と
。

②
食
べ
物
は
向
で
も
。
歩
く
の
が
一

番
な
の
で
転
ば
な
い
よ
う
に
す
る
。

小
林
ハ
ル
ヨ
さ
ん
(
部
)
大
字
竜
崎

①
曾
孫
の
相
手
に
な
っ
た
り
、
毎
日

幸
せ
に
過
ご
し
て
い
る
こ
と
。

②
塩
辛
い
も
の
は
あ
ま
り
食
べ
な
い
白

石
森
浅
次
さ
ん
(
乃
)
大
字
岩
法
寺

①
阿
武
隈
川
で
の
釣
り
と
山
菜
採
り

な
ど
が
何
よ
り
の
楽
し
み
。

②
腹
八
分
自
と
体
を
適
当
に
動
か
す
。

人
・
女
六
人
)

全
員

左からヨシさん、スイさん、チョウさん

七
人
(
男
ニ
人
・
女
五
人
)
の
う

ち
三
人
が
健
症
で
す
。

中
野
チ
ョ
ウ
さ
ん
(
郎
)
大
字
高
須
釜

①
読
書
、
旅
行
、
編
み
物
。
そ
し
て

曾
孫
の
誕
生
が
何
よ
り
も
楽
し
み
。

②
睡
眠
を
十
分
と
る
こ
と
と
主
に
野

菜
な
ど
の
自
然
食
を
と
る
。

鈴
木
ヨ
シ
さ
ん
(
花
)
大
字
吉

①
体
を
動
か
す
こ
と
と
、
三
人
集
ま

る
こ
と
が
一
番
の
楽
し
み
。

②
自
然
の
薬
草
を
飲
ん
で
い
る
。

佐
久
間
ス
イ
さ
ん
(
万
)
大
字
北
須
釜

①
温
泉
巡
り
と
孫
た
ち
に
H

お
ば
あ
ち

ゃ
ん
H

と
親
わ
れ
る
の
が
う
れ
し
い
。

②
漢
方
薬
と
疲
れ
た
時
の
卵
酒
。

ぼくたちみんなの合言葉

左から亀松さん、カネさん、サヨさん

七
人
(
男
一
一
一
人
・
女
四
人
)
の
う

ち
三
人
が
健
在
で
す
。

車
田
カ
ネ
さ
ん
(
部
)
大
字
小
高

①
孫
た
ち
が
集
っ
た
り
、
テ
レ
ピ
齢

(
一
時
の
愛
の
劇
場
)
、
敬
老
会
。

②
よ
く
体
を
動
か
し
、
笑
っ
て
過
ご

す
。
家
庭
円
満
は
何
よ
り
も
大
事
。

須
釜
亀
松
さ
ん
(
印
)
大
字
岩
法
寺

①
友
達
を
多
く
持
っ
て
、
お
茶
飲
み

な
が
ら
よ
も
や
ま
話
を
す
る
こ
と
。

②
食
べ
過
ぎ
な
い
こ
と
。

車
問
サ
ヨ
さ
ん
(
力
)
大
字
小
高

①
お
茶
飲
み
に
友
達
が
来
る
こ
と
。

孫
の
お
嫁
さ
ん
を
見
る
こ
と
。

②
特
に
な
い
で
す
ね
。

とび出すな、
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お葬ら んすぎは

八
人
(
男
五
人
・
女
三
人
)

五
人
が
健
在
で
す
。

猪
原
ト
ク
さ
ん
(
引
)
大
字
南
須
釜
の
う
ち 左からキヨさん、喜夫さん、キミさん

五
人
(
男
二
人
・
女
三
人
)
の
全
員

が
健
在
で
す
。

白
旗
キ
ミ
さ
ん
(
幻
)
大
字
川
辺

①
曾
孫
の
成
長
と
み
ん
な
の
た
め
に

何
か
し
て
あ
げ
ら
れ
る
こ
と
。

②
出
来
る
だ
け
手
先
を
使
う
。
自
家

製
の
松
葉
酒
を
コ
ッ
プ
一
杯
飲
む
。

鈴
木
キ
ヨ
さ
ん
(
冗
)
大
字
川
辺

①
読
書
と
曾
孫
と
遊
ぶ
こ
と
。
感
謝

の
気
持
ち
大
切
に
、
兄
弟
仲
良
く
。

②
毎
朝
コ
ッ
プ
一
杯
の
水
を
飲
む
。

須
藤
喜
夫
さ
ん
(
汚
)
大
字
川
辺

①
曾
孫
と
遊
ぶ
こ
と
か
な
。

②
食
べ
過
ぎ
な
い
よ
う
に
注
意
し
て

い
る
。

トクさん、藤吉さん

①
自
分
の
実
家
に
行
く
こ
と
。

②
歩
く
こ
と
を
心
が
け
る
c

阿
部
徳
太
郎
さ
ん
(
鉛
)
大
字
南
須
釜

①
庭
の
手
入
れ
と
夜
の
お
酒
の
一
杯
。

②
弱
く
な
る
の
は
足
元
な
の
で
、
普

段
か
ら
歩
く
こ
と
を
心
が
け
る
。

草
野
藤
吉
さ
ん
(
苅
)
大
字
北
須
釜

①
ゲ

i
ト
ボ

l
ル
と
竹
細
工
作
り
。

何
よ
り
の
楽
し
み
は
唇
二
杯
と
夜

二
杯
の
お
酒
を
飲
む
こ
と
。

②
太
り
す
ぎ
に
注
意
し
て
い
る
。

増
子
七
郎
さ
ん
(
汚
)
大
字
南
須
釜

①
旅
行
、
ゲ

l
ト
ボ

l
ル
、
そ
し
て

朝
畳
晩
の
コ
ッ
プ
一
杯
。

②
治
療
中
の
耳
が
治
っ
た
の
で
、
特

に
な
し
。
適
度
な
運
動
は
大
切
。

左から徳太郎さん、七郎さん、

左からミツさん、キクヨさん、タツヨさん

八
人
(
男
二
人
・
女
六
人
)

ち
六
人
が
健
在
で
す
。

溝
井
タ
ツ
ヨ
さ
ん
(
お
)
大
字
小
高

①
兄
弟
そ
ろ
っ
て
お
茶
飲
み
に
世
間

話
し
を
し
た
り
、
草
花
の
手
入
れ
。

②
既
成
品
は
な
る
べ
く
食
べ
な
い
。

野
菜
や
果
物
な
ど
自
然
食
を
摂
る
。

溝
井
ミ
ツ
さ
ん
(
別
)
大
字
小
高

①
ゲ
!
ト
ボ
ー
ル
や
お
湯
入
り
口
曾

孫
が
や
さ
し
く
成
長
し
て
い
る
D

②
血
圧
の
薬
は
毎
日
飲
ん
で
い
る
。

矢
吹
キ
ク
ヨ
さ
ん
(
力
)
大
字
小
高

①
一
日
わ
き
に
す
る
ゲ

i
ト
ボ
!
ル

と
孫
が
声
か
け
て
く
れ
る
こ
と
。

②
手
先
を
使
う
よ
う
に
し
て
い
る
。

蒜生

小高

中

岩法寺

竜崎

南須釜

山小屋

山新田

(62.8.20日現在)

・矢部丑五郎さん(86)・ヨ シさん(83) 川辺

・吉田綱義さん(85)・タ リさん(80)

・高橋兼嘉さん(85)・隆子さん(81)

・真弓友直さん(82)・ナ ミさん(82)

・車田幸ーさん(84)・ヨシノさん(84)

・関根源ーさん(90)・キヨさん(84)

・小針千次さん(86)・ナカさん(81)

・永林政こさん(82)・ミ ノさん(82)

・矢吹精助さん(87)・タカさん(81)

・佐藤吉ーさん(85)・ヒサさん(83)

・国井吉松さん(90)・タカさん(80)

・阿部徳太郎さん(86)・ハ ルさん(80)

・石森半三郎さん(87)・チエさん(85)

・真野目竹治さん(87)・サ ワさん(87) の惨つ

ゆずりあいゆとり、ゆったり、安全はゆっくり、
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村
で
は
九
月
十
五
日
の
敬
老
の
日

を
前
に
し
て
、
九
月
十
一
日
(
金
)

午
前
十
時
か
ら
村
体
育
館
で
敬
老
会

を
開
催
い
た
し
ま
す
。
今
年
の
招
待

者
数
(
七
十
五
歳
以
上
)
は
三
百
九

十
人
。
昨
年
よ
り
六
人
多
く
な

っ
て

い
ま
す
。
そ
の
う
ち
七
十
五
歳
か
ら

七
十
九
歳
は
百
九
十
三
人
で
、
そ
の

方
に
は
お
祝
い
と
し
て
敬
老
祝
金
三

千
円
が
、
八
十
五
歳
以
上
の
百
九
十

五
人
の
方
に
は
敬
老
年
金
七
千
円
が

1111 

し

ご
出
席
を

贈
ら
れ
ま
す
。
県
か
ら
も
八
十
五
歳
以

上
の
方
に
祝
金
五
千
円
が
併
せ
て
贈

ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
敬
老
会
に
先
だ

っ
て
村
長

が
九
十
歳
以
上
の
お
年
寄
り
(
二
十

名
)
の
方
た
ち
を
戸
別
訪
問
を
し
、

記
念
品
を
贈
呈
す
る
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。

九
月
十
一
日
の
敬
老
会
に
は
ぜ
ひ

お
元
気
な
姿
で
お
こ
し
く
だ
さ
い
。

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。横綱

大竹ツ子 (101) 

(JII 辺)

横綱

小原コウ (95)

(南須釜)

'l 

ィシ

'l 

'l 

+ 

'l 

イ〉

'l 

車
田
権
さ
ん
ら
二
十
八
名
に

昨年の敬老会から

教
育
振
興
は
、
村
政
が
掲
げ
て
い

る
大
き
な
柱
の
一
つ
で
す
。
村
内
に

あ
る
二
つ
の
中
学
校
(
泉
中
学
校
・

須
釜
中
学
校
)
は
建
築
さ
れ
て
か
ら

三
十
七
、
八
年
が
経
過
し
、
い
ず
れ

も
木
造
建
て
の
た
め
老
朽
化
が
進
み
、

改
築
が
望
ま
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
中
で
、
こ
の
ほ
ど
教

育
施
設
で
あ
る
中
学
校
の
施
設
整
備

の
諮
問
機
関
と
し
て
中
学
校
施
設
援

備
審
議
会
が
発
足
し
、
八
月
二
十
四

日
、
車
田
権
さ
ん
ら
二
十
八
名
の
委

大関永林スサ(93) 中

関脇円谷トリ(90))11 辺

関根瀬一(90)小高

佐久間倉蔵(90)岩法寺

石森クマ(90)

チ 湯沢チヨ(90)竜崎

小結高林キクヨ(89) 中

手 石井イサミ(89)竜 崎

前頭西島キク(88))J¥ 高

小針千吉(88) 中

矢部キン(87)) 11 辺

同谷ケサ(87)

車田シノ(87))J¥ 高

水野フヨ(87)

披本チ力(87)

小林イネ(87)

角田ミセ(87) チ

矢吹精助(87)岩法寺

大関関根キヨ(93)北須釜

関脇有賀ミチ(92)南須釜

増子恒吉(92)

チ 有賀トモ(92) 吉

小結猪原トク(91)南須釜

八木キヨ(91)

チ溝井熊次郎(91)四辻

前頭我妻ツネヨ(90)南須釜

国井吉松(90)

関根ソノ(90)北須釜

鈴木ナヲ(90) 吉

石森タ力(90)山小屋

大越サタ(88)南須釜

鈴木アサ(88)北須釜

森イノ(88) 吉

大野セキ(87)南須釜

石森ミチエ(87)山小屋

石森半三郎(87)

真野目竹治(87)山新田

真野自サワ(87)

ノ，， 

中

〆/ 

ノ/ 

〆/ 

f / 

/， ， 

ノ/ 

'l 

〆/ 

'シ

'l 

'l 

'l 

ィ?

ノ/ 

'l 

+ 

〈予

ろ，

+ 

員
に
対
し
て
委
嘱
状
が
交
付
さ
れ
ま

し
た
。村
長
あ
い
さ
つ
の
後
、
委
員
が
紹

介
さ
れ
、
続
い
て
審
議
会
要
綱
を
協

議
し
、
会
長
、
副
会
長
が
そ
れ
ぞ
れ

互
選
さ
れ
ま
し
た
。
会
長
に
は
佐
久

間
倉
太
氏
、
副
会
長
に
は
野
口
庄
一

氏
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

審
議
会
で
は
、
「
中
学
校
の
校
舎
に

つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
二
校
改
築
す
べ
き

か
、
統
合
し
て
一
校
に
し
て
新
築
す

べ
き
か
」
の
村
長
の
諮
問
を
受
け
て
、

十
二
月
下
旬
を
回
途
に
し
て
、
今
後

慎
重
な
審
議
、
検
討
を
重
ね
て
答
申

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

ベルト すすめる思いやり乗る人に、
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税のアラカルト言記

圏定資産の

期
的
な

が
ん
は
昭
和
五
十
六
年
以
来
、
日

本
の
三
病
気
に
よ
る
死
亡
原
因
」
の

ト
ッ
プ
に
な
っ
て
い
ま
す
。
亡
く
な

っ
た
人
の
四
人
に
一
人
、
年
齢
別
に

み
る
と
、
特
に
五
十
歳
か
ら
六
十
歳

代
の
前
半
に
か
け
て
大
き
く
、
四
割

を
占
め
て
い
ま
す
。
が
ん
に
よ
る
死

亡
の
中
で
死
亡
率
が
最
も
高
い
の
は

胃
が
ん
で
、
そ
の
次
が
肺
が
ん
で
す
。

と
こ
ろ
が
こ
こ
数
年
、
肺
が
ん
に

よ
る
死
亡
率
が
急
上
昇
し
て
い
ま
す
。

肺
が
ん
の
原
因
は
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま

す
が
、
な
か
で
も
喫
煙
と
の
関
係
に

つ
い
て
は
多
く
の
報
告
が
あ
り
ま
す
。

例
え
ば
、
た
ば
こ
を
吸
う
人
が
肺
が

ん
で
死
亡
す
る
確
率
は
、
吸
わ
な
い
人

今年の総合検診から

そ

ど

Yンド

Q納税通知書を受けとりましたが、
の内容につじて疑問があります。

うすればよいでしょうか。

の
四
・
倍
(
図
参
照
)
に
な
る
と
い

う
デ

i
タ
が
で
て
い
ま
す
。
図
で
み
ら

れ
る
よ
う
に
、
喫
煙
は
さ
ま
ざ
ま
な

が
ん
に
も
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
ま
す
。

一
次
予
防
と
二
次
予
防
で

が
ん
か
ら
身
を
守
ろ
う

が
ん
か
ら
身
を
守
る
た
め
に
は
H

次
予
防
N

と
H

一
一
次
予
防
H

が
あ
り

ま
す
。
二
次
予
防
ο

と
は
が
ん
の

原
因
を
除
い
た
り
、
是
正
し
て
が
ん

に
か
か
ら
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
で

す
。
つ
ま
り
、
塩
か
ら
い
も
の
や
、

脂
肪
の
摂
り
す
ぎ
を
避
け
、
野
菜
類

を
多
く
摂
る
な
ど
適
正
な
食
生
活
を

キ町バ長?。

議非喫煙者と比較した

喫煙者の死亡率

守
る
こ
と
で
す
む
ま
た
H

二
次
予
防
H

と
は
、
早
期
発
見
、
早
期
治
療
に
よ

っ
て
が
ん
で
命
を
落
と
す
こ
と
を
予

防
す
る
こ
と
で
す
G

こ
れ
が
い
わ
ゆ

る
定
期
検
診
で
す
。
こ
の
一
次
、
二

次
予
防
を
効
果
的
に
組
み
合
せ
、
が

ん
か
ら
身
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

殺
が
ん
を
防
ぐ
た
め
の
ロ
カ
条

①
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
栄
養
を

②
毎
日
、
変
化
の
あ
る
食
生
活
を

③
食
べ
す
ぎ
を
避
け
、
脂
肪
は
控
え

2侯室奈がん

長 20.3傍
食滋がん

2. Hlき

腕がん

4.1倍

湾がん

1.51音

すい滋がん

1.5倍

A納税通知書の内容に疑問がある場合
には、市町村の税務担当の窓口にお

たすねください。

なお、納税通知書の内容について不壊

がある場合は、その賦課決定があったこ

とを知った日(通常、納税通知書の送付

を受けた日)の翌日から起算して60日以
内{こ、市町村長に対して不搬を申立てを

することができます。ただし、国定資産

評{語審査委員会に対して審査の申出をす

ることができる事項については、市昭村

長に対し不服の申立てをすることはでき

ません。

め
に

④
お
酒
は
ほ
ど
ほ
ど
に

⑤
た
ば
こ
を
少
な
く
す
る

⑤
繰
黄
食
野
菜
を
た
っ
ぷ
り
と

⑦
塩
辛
い
も
の
は
少
な
め
に
、
熱
い

も
の
は
さ
ま
し
て
か
ら

③
焦
げ
た
部
分
は
避
け
る

⑤
カ
ピ
の
生
え
た
も
の
は
避
け
る

⑬
日
光
に
当
た
り
す
ぎ
な
い

⑫
適
度
に
ス
ポ
ー
ツ
を
す
る

⑫
体
を
清
潔
に

お年寄りや障害者と税

お年寄りや心身に障害がある入に対し

ては、税金の面ていろいろな特典が設け

られています。

くお年寄り本人〉

・所得税の老年寄控除

@所得税の老年者年金特別控捻

くお年寄りを扶養している人〉

・所得税の詑罷者控除・扶養控除

く心身障害者本人〉

・所得税の障害者控除

.椙続税の障害者控除

.特別障害者の贈与税の非課税

・心身共済制度に基づく給付金の非課税

く心身障害者の方を扶養している人〉

・所得税の障害者控除

・特別鰭害者と同居している場合の配罷

者控除・扶養控除

8月31B現在 2，138B 記録更新中交通死亡事故ゼロ
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九
月
二
十
一
日
か
ら
九
月
三
十
日

ま
で
の
十
日
間
、
秋
の
全
国
交
通
安

全
運
動
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

本
村
の
交
通
事
故
発
生
状
況
は
八

月
二
十
日
現
在
で
、
発
生
件
数
は
十

五
件
(
昨
年
五
件
)
、
負
傷
者
は
二

十
人
(
昨
年
六
人
)
と
い
ず
れ
も
大

幅
な
増
加
を
み
せ
て
い
ま
す
。
こ
の

ほ
か
に
も
他
町
村
で
発
生
し
た
交
通

事
故
に
よ
っ
て
村
内
の
居
住
者
が
死

亡
し
た
り
、
負
傷
し
た
り
し
て
い
る

こ
と
を
含
め
ま
す
と
、
大
変
厳
し
い

状
況
に
な
っ
て
い
ま
す
。

特
に
石
川
管
内
で
お
き
た
事
故
の

特
徴
を
み
ま
す
と
、
交
通
弱
者
と
い

わ
れ
る
子
供
や
老
人
の
被
害
事
故
が

目
立
ち
、
次
い
で
女
性
ド
ラ
イ
バ
ー

f 

に
よ
る
死
亡
事
故
の
発
生
、
正
面
衝

突
や
単
独
(
自
損
)
事
故
、
国
道
(
一

一
八
号
線
)
に
よ
る
事
故
の
多
発
の

四
点
が
上
げ
ら
れ
ま
す
。

九
月
と
い
っ
て
も
残
暑
が
続
き
ま

す
。
夏
か
ら
の
自
に
見
え
な
い
疲
労

が
蓄
積
し
、
交
通
事
故
が
多
発
す
る

時
期
で
す
の
で
、
規
則
正
し
い
生
活

を
心
が
け
、
特
に
睡
眠
は
十
分
と
る

"̂ 
jレフィ
、

オ
ー
ト
バ
イ
に
乗
る
時
に
は
、
ヘ

ル
メ
ッ
ト
を
か
ぶ
る
。
こ
れ
は
ラ
イ

ダ
i
の
常
識
で
す
。
ま
た
、
道
路
交

通
法
で
も
、
す
べ
て
の
道
路
に
お
い

て
オ
ー
ト
バ
イ
に
乗
る
時
は
、
ヘ
ル

メ
ッ
ト
の
着
用
を
義
務
づ
け
て
い
ま

す
。
ラ
イ
ダ

i
の
み
な
さ
ん
は
、
ヘ

ル
メ
ッ
ト
を
買
う
と
き
は
何
を
基
準

に
選
び
ま
す
か
。
次
の
よ
う
な
点
に

注
意
し
て
選
び
ま
し
ょ
う
。

V
基
本
的
な
こ
と
で
す
が
、
ま
ず
S

マ
i
ク
か

J
I
S
マ
ー
ク
の
つ
い
た

物
で
、
頭
に
ぴ
っ
た
り
フ
ィ
ッ
ト
す

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
口

運
動
の
重
点
目
標

一
、
歩
行
者
及
び
自
転
車
利
用
者
の

交
通
事
故
防
止

二
、
二
輪
車
を
中
心
と
し
た
無
謀
運

転
の
追
放

三
、
正
し
い
方
法
に
よ
る
シ

i
ト
ベ

ル
ト
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
着
用
徹
底

る
も
の
を
選
ぶ
こ
と
が
大
切
。
そ
の

た
め
に
は
、
い
ろ
い
ろ
な

ヘ
ル
メ
ッ

ト
を
試
着
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

V

次
に
、
か
ぶ
っ
て

ア
ゴ
ひ
も
を
締

め
た
と
き
、
頭
を
撮
っ
て
グ
ラ
っ
く

も
の
は
さ
け
ま
し
ょ
う
。
走
行
中
に

ヘ
ル
メ
ッ

ト
が
、
ず
れ
た
り
し
て
視
界

が
狭
く
な
り
、
運
転
に
支
障
を
き
た

し
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
よ
う
な
ヘ
ル

メ
ッ
ト
は
転
倒
し
た
と
き
に
脱
げ
や

す
く
、
死
亡
事
故
に
つ
な
が
る
危
険

性
も
高
く
な
り
ま
す
。

〈
〉

〈
〉

O

頭
に
合
っ
た

ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
選
ぶ

こ
と
は
、
事
故
の
と
き
に
頭
を
守
る

だ
け
で
な
く、

安
全
に
走
行
す
る
た

め
の
条
件
の
ひ
と
つ
で
す
。

ぼくたちみんなの合言葉

9月9日「救急、の日」

用件は正しく、

あわてず、119番

9月9日は「救急の日J てす。
また、この日を含む一週間は、救

急医療週間になっています。

・救急車を呼ぶときの3つのポイ
ント

i救急事故など
の条生場所と

近くの目標

2どのようなケ
万台¥病気か

3ケ万人や病人
の現在の容態

(簡単に)

み
ん
な

去
る
八
月
十
日
・
川
辺
小
学
校
と

須
釜
小
学
校
で
、
セ
ー
フ
テ
ィ
・
イ

ン
・
サ
マ

i
U
を
玉
川
村
交
通
対
策

交
通

協
議
会
主
催
、
泉
・
須
釜
両
農
協
の

協
賛
に
よ
っ
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
夏
の
交
通
事
故
防
止
県

民
総
ぐ
る
み
運
動
の
一
環
と
し
て
行

わ
れ
、
子
供
た
ち
一
人
ひ
と
り
に
「
交

通
安
全
の
願
い
」
を
書
い
て
も
ら
い
、

こ
れ
を
風
船
に
結
び
つ
け
て
一
斉
に

放
っ
た
も
の
で
す
。
願
い
を
託
し
た

風
船
は
子
供
た
ち
の
歓
声
と
と
も
に

空
高
く
舞
い
上
が
っ
て
ゆ
き
ま
し
た
。

な
お
、
飛
ば
さ
れ
た
風
船
は
両
校

あ
わ
せ
四
百
五
十
個
。
そ
の
う
ち
の

一
個
が
安
達
郡
白
沢
村
ま
で
飛
ん
で

ゆ
き
、
近
く
に
い
て
拾
っ
た
方
が
、

交
通
安
全
の
お
守
り
と
返
事
を
添
え

て
わ
ざ
わ
ざ
須
釜
小
学
校
ま
で
届
け

て
く
だ
さ
る
と
い
う
、
心
温
ま
る
交

流
も
生
ま
れ
ま
し
た
。

とび出すな、
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最
終
回

中
学
生
に
な
っ
て
守
り
た
い
四
項
目

有賀裕子
(須釜中 1年)

川1

四
月
か
ら
中
学
生
に
な
っ
た
私
は
、

登
校
下
校
に
つ
い
て
考
え
ま
し
た
。

私
の
家
は
、
大
字
吉
で
す
。
自
動
車

の
通
り
は
あ
ま
り
多
く
あ
り
ま
せ
ん

が
、
途
中
か
ら
大
型
車
が
通
る
と
こ

ろ
が
あ
り
ま
す
。
が
け
の
土
を
運
ん

で
い
る
か
ら
で
す
。

ま
ず
、
登
校
の
時
は
、
姉
と
一
緒

に
な
る
時
も
あ
り
ま
す
。
姉
の
友
達

の
し
の
ぶ
さ
ん
も
一
緒
に
な
る
と
、

話
し
て
い
る
う
ち
に
三
列
に
な
っ
て

し
ま
い
ま
す
。
こ
ん
な
時
は
、
ど
う

す
れ
ば
い
い
の
か
な
と
思
い
ま
し
た
。

私
は
、
姉
と
し
の
ぶ
さ
ん
が
並
ん
で

い
れ
ば
、
後
ろ
か
前
に
な
っ
て
話
せ

ば
い
い
と
思
い
ま
し
た
。
前
に
な
っ

た
時
、
後
ろ
を
向
い
て
話
し
た
り
し

な
い
よ
う
に
す
れ
ば
い
い
と
思
い
ま

す
。
車
に
ぶ
つ
か
っ
た
ら
大
変
だ
か

ら
で
す
。
せ
っ
か
く
中
学
校
生
活
が

写真左が1伎の須釜中学校の立看板

コンク

始
ま
っ
た
の
に
、
死
ん
で
し
ま
っ
た

ら
元
も
子
も
な
い
か
ら
で
す
。

下
校
の
時
は
、
部
活
な
ど
避
く
な

り
、
暗
い
道
を
帰
る
時
が
多
く
な
る

と
思
う
の
で
、
車
に
ぶ
つ
か
ら
な
い

よ
う
に
電
灯
を
持
っ
て
歩
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
暗
い
時
、
ど
ぷ
に
落
ち

て
し
ま
っ
た
り
、
い
つ
の
間
に
か
道

路
の
真
中
に
い
た
な
ん
て
大
変
で
す
。

車
が
来
た
と
わ
か
っ
て
も
間
に
合
わ

な
く
な
っ
て
し
ま
う
時
も
あ
り
ま
す
。

時
々
、
北
の
宿
の
四
ツ
角
で
見
か

け
る
こ
と
で
す
が
、
車
が
す
ご
い
ス

ピ
ー
ド
で
信
号
を
無
視
し
て
行
っ
て

し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
私
は
、

そ
ん
な
こ
と
が
あ
る
た
び
に
、
「
危

な
い
な
あ
。
」
と
思
い
ま
す
。
信
号

を
無
視
し
て
、
横
か
ら
車
が
走
つ
で

き
た
ら
大
変
で
す
。
も
し
も
人
が
渡

交通安全協会石川支部主催による交

通事故防止立看板コンクールの審査が、

7月30日石川警察署て行われました。
管内の小・中学校・事業所などから

寄せられた数は36点。本村力、らも 6点

が出品され、そのうち玉川第i小学校

が小学校の部て2i立、須釜中学校が中
学の部て1i立に輝きました。須釜中学
校は今回て5年連続i位。この快挙に
学校は喜びにわいています。

なお、参加作品は、村内の交通要所

等に設置され、村民のみなさんの交通

安全に対する意識の高揚に一役買って

います。

っ
て
い
た
ら
ど
う
な
る
の
で
し
ょ
う
。

見
る
の
も
無
惨
な
姿
だ
と
思
い
ま
す
勺

人
だ
っ
て
簡
単
な
理
由
で
、
「
待
っ

て
い
る
時
間
が
も
っ
た
い
な
い
で
し

ょ
。
」
「
左
右
見
た
っ
て
車
が
来
な
い

ん
だ
も
ん
。
」
な
ど
で
、
赤
の
う
ち

に
渡
っ
て
し
ま
う
時
を
見
か
け
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
な
ぜ
渡
っ
て
し
ま

う
の
で
し
ょ
う
か
。
交
通
事
故
の
恐

ろ
し
き
は
知
っ
て
い
る
は
ず
で
す
。

私
は
、
信
号
を
無
視
す
る
な
ん
て

こ
と
は
絶
対
に
し
ま
せ
ん
。
も
し
、

し
て
し
ま
っ
た
ら
罪
人
と
同
じ
く
な

っ
て
し
ま
う
と
思
い
ま
す
。
ほ
か
の

人
も
絶
対
に
守
っ
て
ほ
し
い
で
す
。

も
し
も
や
っ
た
こ
と
が
あ
る
人
は
、

後
か
ら
心
の
中
に
重
苦
し
い
も
の
を

感
じ
る
は
ず
で
す
。
や
っ
ぱ
り
斗
悪

い
」
と
い
う
気
持
ち
が
あ
る
か
ら
だ

BB 

と
思
い
ま
す
。
小
学
一
年
生
で
も
で

き
る
こ
と
な
の
に
、
私
た
ち
が
で
き

な
い
な
ん
て
は
ず
か
し
い
こ
と
で
す
。

中
学
生
ぐ
ら
い
の
年
ご
ろ
だ
と
反
抗

す
る
の
で
、
信
号
を
無
視
し
て
し
ま

う
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
こ
と
を
総
ま
と
め
に

し
て
み
ま
す
。
第
一
は
、
三
列
・
四
列

に
な
ら
な
い
。
第
二
は
、
後
ろ
を
見
な

が
ら
歩
か
な
い
。
第
三
は
、
部
活
で
遅

い
時
は
電
灯
を
持
っ
て
行
く
。
第
四

は
、
車
も
人
も
信
号
を
無
視
し
な
い
D

私
が
守
り
た
い
の
は
、
こ
の
四
つ

で
す
。
そ
の
他
守
り
た
い
こ
と
は
あ

り
ま
す
が
、
始
め
に
一
つ
一
つ
を
き

ち
ん
と
守
っ
て
ゆ
き
ま
す
。
そ
し
て
、

私
が
き
ち
ん
と
守
っ
た
こ
と
を
、
小

学
生
の
妹
に
も
教
え
て
あ
げ
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

詠進要領

・お題は「車(くるま)または(しゃ)_!九

自作の歌て一人一首とし、未発表のもの0

・用紙は半紙て、毛筆て白書。代筆の場合

は、理由書を添付すること。(点字ての詠

進も弓)

・書式は半紙を2つ折りにし、右半分にお
題と歌、左半分に郵便番号・住所・生年月

日及び職業を書く。

注意事項

詠進歌は未発表のものに限る。一人て二

首以上は詠進できない企

諒進期間

9月!日から10月12日まて。郵送の場合
は、消印が10月12日までのものが有効です。
あて先

子100東京都千代田区千代田!番i号宮内庁
封筒に「詠進歌」と書き添えてください。

ゆずりあいゆとり、ゆったり、安全はゆっくり、
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第
十
六
回
玉
川
村
少
年
球
技
大
会

が
八
月
二
己
、
玉
川
第
一
小
学
校
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

午
前
九
時
、
前
年
度
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
優
勝
チ
ー
ム
の
キ
ャ
プ
テ
ン
、
辻

泰
之
君
の
力
強
い
選
手
宣
誓
で
競
技

開
始
。今
回
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
に
初
め
て

全
地
区
参
加
の
十
一
チ
l

ム
が
出
場
。

ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
は
昨
年
と
同
じ
八

チ
ー
ム
が
参
加
し
、
熱
戦
が
震
関
さ

れ
ま
し
た
。
こ
の
球
技
大
会
は
、
子

供
た
ち
に
と
っ
て
は
ミ
二
甲
子
園
と

も
い
う
べ
き
も
の
。
ほ
と
ん
ど
の
子

供
た
ち
は
、
夏
休
み
を
返
上
し
て
練

習
に
励
ん
で
き
た
だ
け
に
、
ス
タ
ン

ド
に
は
た
く
さ
ん
の
父
兄
が
応
援
に

か
け
つ
け
、
わ
が
子
の
プ
レ
ー
に
盛

ん
な
声
援
を
送
っ
て
い
ま
し
た
。

子
供
た
ち
も
今
ま
で
の
練
習
の
成

果
を
思
う
存
分
発
揮
し
、
大
人
顔
負

け
の
フ
ァ
イ
ン
プ
レ
ー
を
披
露
す
る

な
ど
会
場
を
わ
か
せ
ま
し
た
。
子
供

た
ち
の
表
情
を
力
メ
ラ
で
追
っ
て
み

ま
し
た
。

試
合
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

-
凶
作
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

優

勝

小

高

チ

l
ム

準

優

勝

中

チ

l
ム

三

位

吉

チ

l
ム

竜
崎
チ

l
ム

ご苦労さん、来年、また頭張ろうね

t

凶
作
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト

優

勝

川

辺

チ

i
ム

準
優
勝
北
須
釜
チ

l
ム

三

位

中

チ

!

ム

吉
チ
!
ム

南
須
釜
チ

l
ム

'l 

思いやり

スタンドには大勢の父兄が応援

乗る人に、ベルトすすめる
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ソフトポール鍾勝の小高チーム

ミニバスケット穣勝の)11辺チーム

フレ一、フレーと盛んな応援合戦

ソ
フ
ト
、
ボ
!
ル

須

藤

幸

次

君

ぼ
く
た
ち
は
、

八
月
二
日
の
大
会

ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト

須

藤

幸

子

さ

ん

く
も
り
空
の
中
、
行
わ
れ
た
味
技

つ
に
向
け
て
、
春
休
み
か
ら
練
習
を
し

て
き
ま
し
た
。
練
習
を
や
っ
て
い
る

う
ち
に
み
ん
な
の
心
に
優
勝
す
る
と

い
う
気
持
ち
が
出
で
き
た
ら
し
く
、

練
習
も
き
ち
ん
と
や
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

そ
し
て
大
会
の
自
に
な
っ
た
。
一

回
戦
か
ら
三
回
戦
ま
で
勝
ち
続
け
て

き
ま
し
た
。
決
勝
戦
で
ち
ょ
っ
と
苦

戦
し
た
け
れ
ど
、
四
点
差
で
勝
っ
て

優
勝
し
ま
し
た
。
ぼ
く
は
、
試
合
が
終

っ
た
藍
後
、
ち
ょ
っ
と
泣
き
そ
う
に

な
り
ま
し
た
。
ぼ
く
は
、
練
習
し
た

か
い
が
あ
っ
た
な
あ
と
患
い
ま
し
た
。

8月31日現在 2，138日記録更新中

大
会
。
そ
ん
な
中
で
私
た
ち
は
優
勝
ー

す

る

こ

と

が

で

き

ま

し

た

。

自

決
勝
戦
終
了
の
合
図
と
と
も
に
開
故

こ
え
た
み
ん
な
の
喜
び
の
声
。
そ
れ
事

に
、
み
ん
な
の
あ
ふ
れ
る
笑
顔
。
そ
た

し
て
、
受
け
取
っ
た
優
勝
旗
。
ズ
シ
溜

り
と
重
く
感
じ
た
。
本
当
に
う
れ
し
{
父

か
っ
た
。

今
ま
で
力
を
合
わ
せ
て
練
習
し
て

き
で
よ
か
っ
た
な
と
思
い
ま
し
た
。

こ
の
日
の
こ
と
は
忘
れ
る
こ
と
の
で

き
な
い
よ
い
思
い
出
に
な
り
ま
し

た。
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わ
ら
、
竹
細
工
、
歴
史
探
訪

お
年
寄
り
と
ふ
れ
あ
い
タ
イ
ム

今
年
の
少
年
ふ
る
さ
と
運
動
は
、

須
釜
小
の
五
、
六
年
生
を
対
象
に
八

月
四
日
に
開
講
さ
れ
ま
し
た
。

内
容
は
、
焼
絵
令
つ
く
り
、
わ
ら
細

工
、
竹
細
工
、
そ
し
て
歴
史
探
訪
と

七
日
間
に
わ
た
っ
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

ど
の
子
供
た
ち
も
生
き
と
し
た

表
情
で
参
加
し
て
い
ま
し
た
。
お
年

寄
り
か
ら
手
ほ
ど
き
を
受
け
て
作
っ

た
わ
ら
ぞ
う
り
。
ち
ょ
っ
と
苦
戦
し

な
が
ら
挑
戦
し
た
化
観
ヴ
く
り
。
そ

し
て
、
子
供
た
ち
が
一
番
楽
し
み
に

し
て
い
た
歴
史
勉
強
の
旅
が
八
月
十

八
日
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

国
宝
白
水
阿
弥
陀
堂
、
三
崎
公
園
、

豊
間
海
岸
、
沼
ノ
内
弁
財
天
、
美
術

館
を
巡
る
い
わ
き
の
旅
で
し
た
。
灯

台
か
ら
の
展
望
は
素
晴
ら
し
く
、
「
ア

メ
リ
カ
が
見
え
る
」
と
は
し
ゃ
ぐ
子

供
た
ち
。
は
る
か
な
平
安
の
夢
を
し

の
ぶ
こ
と
が
で
き
る
阿
弥
陀
堂
の
気

高
い
風
格
。
鯉
の
大
き
さ
と
数
に
足

倒
さ
れ
た
弁
財
天
。
そ
し
て
、
茨
術

館
の
ゴ
ヤ
展
は
、
ス
ペ
イ
ン
王
朝
宮

廷
画
家
の
天
才
ぶ
り
を
目
の
当
た
り

に
し
て
、
意
義
深
い
一
日
で
し
た
。

子
供
た
ち
に
と
っ
て
、
生
ま
れ
育

っ
た
ふ
る
さ
と
の
自
然
、
お
年
寄
り

か
ら
教
え
て
も
ら
っ
た
伝
承
文
化
の

一
端
、
そ
れ
ら
か
ら
ふ
る
さ
と
を
見

直
す
い
い
機
会
に
な
っ
た
の
で
は
な

い
か
と
忠
い
ま
す
。

*
 
い
わ
き
歴
史
の
旅須釜小6年

相楽雅子さん

八
月
十
八
日
の
少
年
ふ
る
さ
と
運

動
の
の
旅
は
い
わ
き
で
し
た
。

*
 

最
初
は
白
水
阿
弥
陀
堂
を
見
学
し
、

そ
ば
の
大
き
な
杉
の
木
の
皮
の
龍
に
、

一
円
玉
や
五
十
円
玉
が
は
さ
ま
っ
て

い
ま
し
た
。
「
ど
う
し
て
か
な
あ
」

と
不
思
議
に
思
い
ま
し
た
。
次
は
豊

間
海
岸
で
、
塩
慮
崎
灯
台
に
登
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
灯
台
は
と
て
も

高
く
、
航
海
す
る
船
の
合
図
に
な
っ

て
い
る
の
だ
な
あ
と
役
目
に
つ
い
て

考
え
ま
し
た
。
沼
ノ
内
弁
財
天
に
は

う
な
ぎ
と
コ
イ
が
気
持
ち
悪
い
ほ
ど

ぃンユ

ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
養
成
研
修
会
が

関
か
れ
る

七
月
ニ
十
九
自
か
ら
一
ニ
十
一
日
ま

で
、
郡
山
自
然
の
家
で
少
年
団
体
指

導
者
研
修
会
が
関
か
れ
、
村
内
か
ら

七
名
の
中
学
生
が
参
加
し
ま
し
た
。

そ
の
中
か
ら
溝
井
秀
敏
君
に
感
想
を

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

泉中 1年

溝井秀敏君

朝
、
家
を
出
る
時
、
父
か
ら
「
班
の

編
成
は
、
一
緒
に
参
加
す
る
友
だ
ち

と
別
々
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
ぞ
J

と
言
わ
れ
、
一
瞬
不
安
に
な
り
ま
し

た
。
で
も
こ
の
団
体
を
ま
と
め
る
級

長
が
と
て
も
や
さ
し
く
、
ぼ
く
ら
の

面
倒
を
み
て
く
れ
ま
し
た
。

研
修
会
で
は
講
師
の
先
生
か
ら
少

年
団
活
動
の
意
義
や
し
く
み
、
人
間

関
係
を
作
る
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
に

*
 

*
 

い
て
、
フ
を
ば
ら
ま
く
と
わ
も
し
ろ

い
ほ
ど
集
ま
っ
て
き
ま
し
た
。
最
後

は
た
く
さ
ん
の
絵
が
飾
つ
で
あ
っ
た

い
わ
き
市
美
術
館
で
、
絵
に
描
か
れ

た
人
物
が
本
物
の
人
関
の
よ
う
で
驚

き
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
が
良
い
思
い

出
に
な
り
ま
し
た
が
、
中
で
も
印
象

に
残
っ
た
の
は
阿
弥
陀
堂
で
す
。
岩

手
県
で
見
た
金
色
堂
と
似
て
い
た
か

ら
で
す
c

楽
し
く
と
て
も
勉
強
に
な

っ
た
一
日
で
し
た
。

葉一一一一ロネ一一

つ
い
て
教
え
て
い
た
だ
き
勉
強
に
な
な

り

ま

し

た

。

ん

一
番
印
象
に
残
っ
た
の
は
物
の
大
政

切
さ
で
す
。
与
え
ら
れ
た
マ
ッ
チ
一
.

本
で
火
を
つ
け
る
。
途
中
で
火
が
消

え
た
ら
ど
う
し
よ
う
も
あ
り
ま
せ
ん
G

消
え
た
ら
ど
う
し
よ
う
と
思
い
な
が

ら
つ
け
よ
う
と
し
ま
し
た
。
火
が
つ

き
ま
し
た
。
「
わ
っ
L

と
わ
き
あ
が

る
声
に
と
て
も
感
動
し
ま
し
た
。

も
う
一
つ
は
、
自
分
の
考
え
が
い

く
ら
正
し
い
と
思
っ
て
も
、
別
の
人

の
考
え
も
聞
い
て
み
る
こ
と
で
す
。

そ
の
考
え
を
元
に
一
つ
が
こ
つ
と
ま

た
自
分
の
考
え
が
増
え
た
り
、
深
ま

っ
た
り
し
て
最
後
に
ま
と
ま
っ
た
考

え
が
で
る
の
で
す
。
こ
の
研
修
会
に

参
加
し
て
と
て
も
良
か
っ
た
し
、
こ

れ
か
ら
の
中
学
校
生
活
に
生
か
し
て

い
き
た
い
と
患
い
ま
す
。

とび、出すな、 iまく* 
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特
例
物
価
ス
ラ
イ
ド
で

年
金
額
が
改
定

国
畏
年
金
の
年
金
額
改
定
は
、
前

年
の
年
平
均
の
物
部
指
数
が
基
準
と

な
る
年
の
年
平
均
物
価
指
数
と
く
ら

べ
、
五
%
以
上
の
変
動
が
あ
っ
た
場

合
に
、
そ
の
年
の
四
月
か
ら
実
施
さ

れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

昭
和
六
十
一
年
の
物
価
指
数
は
、

の
昭
和
六
十
年
よ
り

0
・
六
%

の
上
昇
で
、
五
%
に
は
達
し
ま
せ
ん

で
し
た
。
し
か
し
、
社
会
経
済
情
勢

の
動
向
に
対
応
し
た
適
切
な
配
慮
で
、

年
金
受
給
者
に
対
し
て
特
例
の
物
価

ス
ラ
イ
ド
が
実
施
に
な
り
ま
し
た
。

今
回
実
施
さ
れ
た
年
金
額
改
定
の

ス
ラ
イ
ド
率
は

0
・
六
%
で
、
四
月

に
さ
か
の
ぼ
り
ま
す
。
年
金
額
は
表

ー
の
と
わ
り
で
す
。

な
お
、
老
齢
基
礎
年
金
の
年
金
額

を
算
出
す
る
場
合
の
基
礎
と
な
る
額

は
、
六
二
六
、
五

O
O円
で
す
。
加

入
可
能
年
数
に
つ
い
て
保
険
料
を
納

め
て
い
な
い
期
間
の
あ
る
人
や
、
保

険
料
の
免
除
期
間
の
あ
る
人
は
表
立

に

よ

っ

れ

ま

す

。

む
謹潟草

⑬ 

削 1111111111川

父
親
に
と
っ
て

居
心
地
の
い
い
家
庭

父
親
不
在
と
か
父
権
失
墜
と
か
い

わ
れ
て
、
家
庭
の
中
で
の
父
親
の
あ

り
方
が
論
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。
非
難

す
る
よ
う
な
論
調
も
あ
れ
ば
、
同
情

し
て
激
励
す
る
立
場
の
人
も
い
ま
す
。

父
親
の
側
か
ら
考
え
る
と
、
父
親
に

と
っ
て
非
常
に
居
心
地
の
い
い
家
庭

も
あ
れ
ば
、
帰
宅
す
る
の
に
気
が
重

一
東
京
都
立
大
学
教
授

詫

摩

武

ぷ角
主夫

く
、
独
身
時
代
が
な
つ
か
し
く
思
い

出
さ
れ
る
よ
う
な
家
庭
も
あ
り
ま
す
。

居
心
地
と
い
う
の
は
主
観
的
な
も

の
で
す
。
晩
酌
、
テ
レ
ビ
、
風
呂
が

あ
り
さ
え
す
れ
ば
満
足
と
い
う
人
も

い
る
で
し
ょ
う
。
何
の
世
話
も
し
て

も
ら
い
た
く
な
い
と
い
っ
て
、
食
事

も
自
分
で
つ
く
り
、
他
の
家
族
と
は

)内は61年度分
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1
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1
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(
基
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基
子

寄

寄

族

樟

障

遺

I 表
無
関
係
に
暮
ら
し
て
い
る
父
親
も
い

ま
す
。
人
に
よ
っ
て
居
心
地
の
い
い

状
態
は
違
う
の
で
す
。

し
か
し
、
居
心
地
が
い
い
と
感
じ

さ
せ
る
基
本
的
な
条
件
は
あ
る
と
忠

い
ま
す
む
そ
れ
は
自
分
が
家
族
に
受

け
入
れ
ら
れ
、
期
痔
さ
れ
、
大
切
に

さ
れ
て
い
る
と
思
え
る
か
ど
う
か
と

い
う
こ
と
で
す
。
妻
や
子
供
か
ら
頼

り
に
さ
れ
、
愛
さ
れ
て
い
る
か
ど
う

か
と
い
う
こ
と
で
す
。
「
あ
つ
む
父

さ
ん
が
帰
っ
て
き
た
」
と
子
供
が
歓

声
を
あ
げ
て
出
迎
え
れ
ば
、
父
親
は

疲
れ
も
忘
れ
て
し
ま
う
で
し
ょ
う
。

人
間
の
感
情
は
相
互
的
な
も
の
で
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389，400 
( 387，100 ) 
331，500 
( 329. 500 ) 
555， 600 
( 552， 300 ) 

783， 100 
( 778， 500 ) 
626， 500 
( 622， 800 ) 
814，400 
(809，600 ) 

金

金

21年年金

(豊富鉱慧)
障害年金
( 1 級)
害年金
(2 級〉
子年金
(子l人)

年

年

年

年

10 

障

母

5 

す
。
相
手
が
自
分
に
好
意
を
も
っ
て

い
る
こ
と
が
分
か
れ
ば
、
こ
ち
ら
も

そ
の
相
手
に
好
意
を
も
ち
ま
す
。
父

親
と
家
族
の
関
係
に
つ
い
て
も
同
じ

こ
と
が
言
え
ま
す
。
自
分
は
こ
の
家

族
に
愛
さ
れ
、
あ
て
に
さ
れ
て
い
る

と
思
う
こ
と
が
居
心
地
の
よ
さ
の
第

一
の
条
件
だ
と
思
い
ま
す
。

父
親
が
不
在
の
と
き
、
母
親
が
父

親
の
こ
と
を
ど
う
話
す
か
に
よ
っ
て
、

子
供
の
父
親
に
対
す
る
態
度
は
大
き

く
変
化
し
ま
す
。
「
あ
の
人
は
駄
目

な
人
よ
」
と
い
う
よ
う
な
否
定
的
な

評
価
を
し
て
い
る
と
、
子
供
は
父
親

に
攻
撃
的
に
な
っ
た
り
無
視
し
た
り

収入 600万
円未満
収入 600万
円以上 876
万円未満

27，400 
( 27， 200 ) 

24， 100 
( 24， 000 ) 

328， 800 
( 326， 400 ) 

289，200 
( 288， 000 ) 

表 E

し
ま
す
。
子
供
が
母
親
の
一
屑
ば
か
り

も
っ
て
自
分
に
反
抗
的
に
な
る
の
は
、

父
親
に
と
っ
て
は
悲
し
く
、
不
愉
快

な
こ
と
で
す
む

こ
の
よ
う
な
場
合
、
な
ぜ
そ
う
な

っ
た
か
の
原
国
は
た
い
へ
ん
複
雑
で

す
が
、
こ
れ
が
家
庭
を
崩
壊
へ
と
導

く
一
つ
の
要
因
で
あ
る
こ
と
は
間
違

い
な
い
こ
と
な
の
で
す
。

ゆずりあいゆとり、ゆったり、安全はゆっくり、
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ふたま斜， 111111 

題
防
災
の
日

い
ざ
と
い
う
時
の
た
め
に

家
族
で
話
し
合
い

11111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111 

す
う
ま
と
い
で
ざ
め
ご
お
t

生誕お

(7月届出分)

出生児氏名 保護者名

矢吹磨美 広良

須藤光輝 安昭

永林祐輝 正典

岡部かすみ 三治

谷地祐子 光治

溝井裕史 浩

鈴木亜矢 功

八木智恵美 喜久夫

野口 治 勘市郎

石森優太 守

区

辺

高

竜崎

南須釜

北須釜

山小屋

か

ウ

ク

地

)11 

九
月
一
日
は
「
防
災
の
日
」
。
ふ
だ

ん
か
ら
地
震
に
対
す
る
心
の
準
備
を

し
て
お
く
こ
と
も
大
切
で
す
。
い
ざ

と
い
う
と
き
に
、
そ
れ
ぞ
れ
が
ど
の

よ
う
に
行
動
す
れ
ば
よ
い
か
家
族
で

話
し
合
っ
て
お
く
こ
と
も
必
要
で
す
。

次
の
点
に
つ
い
て
話
し
合
い
を
D

V
家
族
の
役
割
分
担

V
火
の
始
末
と
初
期
消
火
の
方
法
に

つ
い
て

V
離
れ
ば
な
れ
に
な
っ
た
と
き
の
家

族
の
連
絡
先
と
連
絡
方
法

V
避
難
場
所
と
避
難
路
の
確
認

wv
水
・
食
料
な
ど
の
備
蓄
と
非
常
持

出
品
の
準
備

V
家
具
・
危
険
物
な
ど
の
点
検
整
備

(7月届出分)

死亡者氏名年齢世帯主名

鈴木ケサ 78 嘉直

木田ハツ 79 竹夫

石井清美 78 清徳

草野光義 79 常男

塩津健一 43 孝子

阿音Eマ ツ 82 徳、

大野ヨシノ 82 義光

関根ソ ノ 77 義美

小針吉秋 72 吉彦

石井キミノ 81 周太郎

おくやみ
申し上げます

地区

川辺

小高

竜崎

南須釜

V
家
の
回
り
の
危
険
な
場
所
の
点
検

な
わ
、
非
常
袋
、
避
難
用
品
等
を

希
望
さ
れ
る
方
は
、
役
場
企
画
課
ま

た
は
須
賀
川
消
防
署
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

ご
ざ
い
ま
す

4圃圃邑
回r1，553戸(:i::0 ) 
ta 7，541人 (十 1) 

3，726人 (:i::0 ) 

3，815人(+1 ) 

村のようす
( 62年8月1日現在)

// 

北須 釜

四辻新田

/，-

// 

ク

左
記
の
方
か
ら
社
会
福
祉
活
動
資

金
と
し
て
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
口

厚
く
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

コし

・
南
須
釜
の
大
野
義
光
さ
ん
か
ら

二

万

同

・
南
須
釜
の
円
谷
光
男
さ
ん
か
ら

一

万

四

(
社
会
福
祉
協
議
会
)




